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令
和
五
年
九
月
三
十
日
、
四
街
道
市

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
五

十
四
回
千
葉
県
青
少
年
補
導
（
委
）
員

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
部
ミ
ヨ
子
県
補
連
会
長
の
開
会

の
言
葉
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て 

                    

県
環
境
生
活
部
生
活
安
全
・
有
害
鳥
獣

担
当
部
長
の
亀
井
正
博
氏
よ
り
挨
拶

が
あ
り 

次
に
、
開
催
市
を
代
表
し
て

鈴
木
陽
介
四
街
道
市
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈 

が
あ
り
、
八
十
七
名
の
方
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
補
導
（
委
）
員
事
例
発
表

が
行
わ
れ
、
四
街
道
市
青
少
年
補
導
委 

員
の
萱
沼
左
智
子
理
事
と
小

野
好
美
副
理
事
が
「
四
街
道

市
補
導
活
動
の
特
徴
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

続
い
て
、
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ふ
な
ば
し
の
佐
藤
博
紀
氏

が
「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ×

千
葉

県
青
少
年
補
導
（
委
）
員
」

と
題
し
、
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
と

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

な
ど
を
紹
介
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
地
域
に
根
ざ
し
た
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
地
域
の
為
に
何
が
で 

          

き
る
の
か
を
常
に
考
え
て
、
皆
で
一 

緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
の
後
半
部
分
で
は
、
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
（
哲
学
）
を
持
つ
事
の
大
事
さ

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
持
っ
て
い 

る
価
値
に
気
づ
き
、
迷
っ
た
と
き
の 

「
み
ち
し
る
べ
」
と
な
る
フ
ィ
ロ
ソ
フ 

ィ
ー
を
見
つ
け
出
す
た
め
に
、
一
緒
に 

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
エ
ー 

ル
で
締
め
く
く
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
の
後
、
四
街
道
市
青
少
年 

補
導
委
員
連
絡
協
議
会
の
海
保
曉
美 

会
長
か
ら
大
会
決
議
の
提
案
が
あ
り
、 

採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
来
年
度
開
催
市
で
あ
る
、 

茂
原
市
青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会 

の
冨
田
健
嗣
氏
か
ら
閉
会
の
言
葉
が 

あ
り
、
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

発行責任者 四街道市青少年補導委員連絡協議会  事務局 青少年育成センター 

                      会 長 海保 曉美    電 話 ０４３(４２１)７８６７ 
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七
月
十
九
日
に
四
街
道
市
補
導
委

員
連
絡
協
議
会
の
第
一
回
研
修
会
が

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

四
街
道
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事
半
田
耕
之
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
て
街
頭
補
導
活
動
の
手
引

き
（
近
年
の
青
少
年
問
題
の
実
態
）
と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

講
演
の
内
容
は 

一
、
私
が
生
徒
指
導
を
し
て
感
じ
た
中

学
生
像 

二
、
近
年
の
青
少
年
の
（
非
行
の
）
特 

 
 

徴 

三
、
街
頭
補
導
の
手
び
き 

以
上
の
三
点
で
し
た
。 

 

ゆ
と
り
世
代
や
Ｚ
世
代
な
ど
良
く

耳
に
し
ま
す
が
、
各
世
代
に
よ
っ
て
大

切
に
す
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
特
に

多
様
な
価
値
観
を
持
ち
、
自
分
の
価
値

観
を
大
切
に
思
う
Ｚ
世
代
へ
の
対
応

は
個
性
の
重
視
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
青
少
年
の
非
行
の
内
容
は
従
来

の
飲
酒
や
喫
煙
な
ど
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
ネ

ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
か
ら
大
麻
取

締
法
違
反
等
の
事
件
へ
と
移
行
し
て

き
た
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

 

四
街
道
市
に
は
八
十
人
の
青
少
年

補
導
委
員
が
お
り
、
挨
拶
や
声
か
け
な

ど
「
愛
の
一
声
」
で
青
少
年
を
見
守
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
千
代
田
の
お
子

さ
ん
は
七
才
の
誕
生
日
か
ら
一
人
で

登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
喜
び

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。「
今
後
と
も
、

こ
の
よ
う
な
喜
ば
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
沢
山
紹
介
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
米

村
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
の
挨

拶
で
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。 

                 

                 

七
月
二
十
日
、
旭
ヶ
丘
自
治
会
の

「
ふ
れ
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
山
梨
小
学
校
の
終
業
式

に
伺
い
、
青
少
年
補
導
委
員
の
活
動
を

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

七
月
二
十
八
日
、
四
街
道
市
内
の
四

校
の
高
校
生
も
参
加
し
て
、
令
和
五
年

度
の
県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
高
校
生
十
三
名
、
高
校

教
諭
四
名
、
育
成
セ
ン
タ
ー
職
員
四
名
、

四
街
道
警
察
署
職
員
二
名
、
県
警
北
総

少
年
セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
と
補
導
委

員
十
二
名
の
合
計
三
十
七
名
で
す
。 

 

開
会
行
事
で
は
、
四
街
道
市
青
少
年

補
導
委
員
連
絡
協
議
会
の
海
保
会
長

と
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

れ
て
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
発
し
ま
し
た
。 

            

パ
ト
ロ
ー
ル
後
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
高

校
生
全
員
が
、
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
。 

市
補
連 

第
一
回
研
修
会 

小
学
校
終
業
式
で
の 

補
導
委
員
活
動
の
紹
介 

県
下
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル 

第一回研修会で講師を担当した半田耕之指導主事（中央） 

青少年補導委員の活動を紹介しました 

高校生と一緒に子どもたちに声かけ 
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高
校
生
か
ら
は
「
最
初
は
緊
張
し
た

が
、
だ
ん
だ
ん
と
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

四
街
道
市
は
本
当
に
よ
い
街
だ
と
思

う
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

                       

八
月
十
九
日
と
二
十
日
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
四
街
道
市
主
催
の
第
三

十
二
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
四
年
ぶ
り
の
二

日
間
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
は
千
葉
県
誕
生
一
五
〇
周
年

記
念
事
業
と
し
て
充
実
し
た
内
容
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

祭
り
は
、
午
後
四
時
に
子
ど
も
み
こ

し
や
本
神
輿
が
桜
通
り
に
賑
や
か
に

繰
り
出
し
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 

久
々
の
笛
や
太
鼓
の
音
に
神
輿
を

担
ぐ
若
者
は
、
ど
の
顔
も
喜
び
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
会
場
で
は
踊
り
連
の
浴
衣

姿
も
あ
で
や
か
に
四
街
道
音
頭
が
繰

り
返
し
流
さ
れ
て
、
お
年
寄
り
や
子
ど

も
ま
で
踊
り
の
輪
に
自
然
と
加
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
し
い
四
街
道
エ
ビ
バ
デ
音

頭
の
お
披
露
目
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

障
が
い
者
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
約
三
百
個
の

協
賛
提
灯
、
準
備
を
重
ね
た
未
来
ふ
る

さ
と
提
灯
、.

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
が
目
を
引
き
ま
し

た
。
久
々
に
遊
歩
道
の
両
側
に
さ
ま
ざ

ま
な
屋
台
が
並
び
、
多
く
の
人
々
の
笑

顔
で
に
ぎ
わ
っ
た
ふ
る
さ
と
祭
り
で

し
た
。 

 

私
た
ち
青
少
年
補
導
委
員
は
二
班

構
成
で
、
交
代
で
会
場
内
の
巡
回
や
ゴ

ミ
拾
い
、
来
場
者
の
案
内
な
ど
精
力
的

に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

                     
～ 
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を

願
っ
て
か
け
る
「
愛
の
一
声
」
～ 

 

日
頃
よ
り
、
青
少
年
補
導
委
員
の
皆

様
に
は
、
補
導
活
動
や
環
境
浄
化
活
動

を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご

尽
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

四
月
よ
り
、
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

に
着
任
し
半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
補

導
委
員
の
皆
様
の
活
動
か
ら
は
、
青
少

年
を
守
ろ
う
と
す
る
強
い
愛
情
を
、
ま

た
、
そ
の
愛
情
を
注
が
れ
た
青
少
年
か

ら
は
、
明
る
く
前
向
き
に
生
き
よ
う
と

す
る
活
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

本
市
の
青
少
年
補
導
委
員
連
絡
協

議
会
に
は
、「
愛
の
一
声
（
こ
え
）」
と

い
う
愛
唱
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、

二
番
で
語
ら
れ
る
「
春
夏
秋
冬 

今
日

も
ま
た
」
と
い
う
歌
詞
が
特
に
好
き
で

す
。
そ
の
言
葉
か
ら
は
、
補
導
委
員
の

皆
様
を
中
心
と
し
た
四
街
道
市
民
の

方
々
が
、
暑
い
日
も
寒
い
日
も
常
に
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
そ
の
成
長
を
心

か
ら
願
う
姿
が
は
っ
き
り
と
思
い
浮

か
ぶ
か
ら
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
背
中
を
見

な
が
ら
育
ち
、
大
人
の
言
葉
や
笑
顔
か

ら
安
心
感
を
得
た
り
自
信
を
身
に
付

け
た
り
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

青
少
年
補
導
委
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
為
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

  

 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
警
備
協
力 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー 

所
長
あ
い
さ
つ 

県下一斉合同パトロールに参加した高校生と教員の皆さん 

ふるさとまつりで会場内の巡回・ゴミ拾いへ 
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四
街
道
市 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー  

か
ら
の
お
知
ら
せ   

青
少
年
の
皆
さ
ん
が
日
頃
抱
え
る
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場

所
と
し
て
、
当
施
設
二
階
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。 

 

市
内
在
住
あ
る
い
は
在
学
の
二
十
歳
未

満
の
方
で
あ
れ
ば
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
、
卓
球
や
読
書
、
自
習
や
談
話
な
ど

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

☎
〇
四
三
（
四
二
一
）
七
八
六
七 

【
利
用
時
間
】 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
平
日
の
み
） 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

会
議
等
で
使
用
時
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

 

 

四街道市青少年育成センター 

第12期青少年補導委員 ８０名

1 齊 藤 紅 也 教 名 取 高 教 齊 藤 貴 文 教 坂 部 健 人 教 平 野 敦 也 教

2 小 島 佑 一 教 細 川 卓 翁 教 向 後 論 教 佐 藤 円 教 渡 辺 真 也 教

3 霜 下 嵩 之 教 細 川 哲 洋 教 宇 野 弘 人 教 中 野 勝 司 教 長 岡 洋 平 教

4 稲 葉 愛 P 安 藤 展 子 P 平 澤 昭 臣 教 藤 井 一 稀 教 塚 越 昭 広 教

5 神 谷 麻 里 P 小 林 康 子 P 並 木 拓 也 教 古 賀 奈 緒 P 冨 樫 雅 哉 教

6 石 橋 守 P 黒 坂 里 香 P 鈴 木 啓 子 P 勝 野 聡 P 住 田 将 教

7 吉 橋 朋 子 般 中 村 よ し 子 般 境 野 明 日 香 P 栗 原 孝 子 般 平 林 智 之 P

8 萱 沼 左 智 子 般 北 野 美 子 般 清 宮 将 生 P 神 尾 和 子 般 福 田 裕 子 P

9 小 野 好 美 般 山 口 久 美 子 般 栃 木 麻 里 子 P 池 口 貞 吉 般 小 川 久 美 子 P

10 清 水 清 子 般 須 郷 恭 子 般 三 浦 紀 子 P 駒 澤 廣 男 般 加 藤 志 織 P

11 西 塚 義 尊 般 西 村 景 子 般 海 保 曉 美 般 関 根 登 志 夫 般 岩 瀬 雄 三 般

12 西 塚 実 香 般 山 川 郁 子 般 篠 﨑 有 里 般 指 田 紀 男 般 佐 藤 知 正 般

13 山 﨑 陽 子 般 木 下 多 紀 子 般 大 沼 滋 子 般 近 内 忠 善 般 荒 張 由 美 子 般

14 田 中 徳 彦 般 長 谷 川 睦 美 般 福 本 誠 三 般 田 中 良 枝 般

15 小 川 雅 章 般 只 縄 治 幸 般 石 橋 紀 子 般 吉 田 恵 一 般

16 荻 原 好 光 般 岩 崎 裕 美 般 佐 藤 真 紀 子 般

17 大 越 登 美 子 般 笛 木 光 夫 般

18 橋 本 力 三 般

19 馬 場 光 広 般

四街道中学校区 千代田中学校区 旭中学校区 四街道西中学校区 四街道北中学校区

 
 

 
 

～
編 

集 

後 

記
～ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
五
類
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
マ
ス
ク
を
外

す
人
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
後
初
と
な
る
四
街
道

市
ふ
る
さ
と
祭
り
も
盛
大
に
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

九
月
に
は
当
市
に
て
開
催
さ
れ
た

千
葉
県
青
少
年
補
導
委
員
大
会
も
大

成
功
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
健
康
管
理
に
注
意
を
怠
ら

ず
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
元
気
に

生
活
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
広
報
委
員 

笛
木
光
夫 

  

【 

県
役
員
退
任
の
紹
介 

】 

千
葉
県
青
少
年
補
導
員
連
絡
協

議
会
の
監
事
を
努
め
ら
れ
て
い
た
、

中
村
よ
し
子
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
県

監
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
き
に
わ
た
り
、
県
補
連
の
運
営
、

大
変
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
市
補
連
で
ご
活
躍
頂

き
ま
す
。 


